「グランデⅢ」重要事項説明書
（目　的）

第1条 乙は、甲に対し、共同生活において、家庭的な環境のもとで、甲が安心して日常生活を営む事ができるようにサポートします。
（サービスの内容及び提供）
第2条 乙は甲に居室(９．２畳)を賃貸し、食事の提供をします。
1) 身体介護や生活援助の介護サービスは、乙はおこなわないものとします。

2) 甲の入居中の通院については、緊急時の場合を除き、家族又は身元引受人が協力し、通院手段(タクシー等実費負担を含む)を確保するものとします。
（入居者及び身元引受人等の権利）
第3条 甲又は甲の家族及び身元引受人は乙に対して、これらの権利を行使しても入居者が不利益を受けることはありません。
1) 入居者は、独自の生活暦を有する個人として尊重され、プライバシーが保持され個人の尊厳が維持されること。
2) 安心感と自信を持てるよう配慮され、安全と衛生が保持された環境で生活できること。

3) 必要に応じて、適切な医療を受けることについて、援助を受けること。
4) 家族や大切な人の通信や交流の自由が保たれ、個人情報が守られていること。

(入居者及び身元引受人等の義務）

第4条 甲及び甲の家族又は身元引受人は乙に対して、次の義務を負います。
1) 入居者の能力や健康状態についての情報を、乙に正しく提供すること。　

2) 他の入居者や訪問者及び乙の職員の権利を侵害しないこと。

3) 火災予防のため、みだりに火気を使わないこと。
4) はさみ、刃物等の危険物を、持ち込まないこと。
5) 金品の貸し借りをしないこと。
6) 乙が定めた規則に違反し、退去を命ぜられた時は、異議なくただちに退去すること。
7) 甲（その家族を含む）の責に帰すべき事由によって居室や備品などを破損した時は、

甲は、速やかにこれを現状に回復し、または損害の賠償をするものとします。　

（緊急時の対応）

第5条 乙は、甲に様態に急変が生じた時、その他緊急時には、速やかに主治医等に連絡をとるなど必要な対応をします。

2 前項の対応に必要な経費は、預かり金の中から支出します。

　　
(費　用)

第6条 　乙が提供するサービスの料金及びその他の費用は、次に記載したとおりです。　

1) 甲は、サービスの対象として、次項の費用の額をもとに月ごとに清算された額を、乙に支払います。
2) 乙は、提供するサービスのうち、特別な料金が発生するときは、そのサービスの内容及び料金を説明し、甲の同意を得ます。
3) 乙は、その料金及びその他の費用が経済事情の変動、公租公課の増額などにより不相応となったときは、乙は入居期間中であっても、料金及び、その他の費用の増額の請求をすることができるものとします。

（費　用）

	食材費
	30日場合
	40,500円
	日割り計算の場合
	1,350円

	食材費
	31日場合
	41,850円
	日割り計算の場合
	1,350円

	食材費
	28日場合
	37,800円
	日割り計算の場合
	1,350円

	部屋代
	１か月
	27,000円
	日割り計算の場合
	900円

	水道・光熱費
	１か月
	8,000円
	日割り計算の場合
	267円

	冬季加算
(１０月～3月)
	1か月
	10,000円

	日割り計算の場合
	334円


4) 上記の金額は、月の途中の入・退居に際しては上記により日割り計算または半月ごとの計算となり、退居により余剰金がある場合は返金します。また、入院・外泊等により不在の場合は、食事代のみを日割り計算により返戻します。これ以上の返金はありません。
5) 費用の支払い方法としては、原則として郵便局の自動払込をご利用していただきます。
第7条 （修繕義務とその費用負担）

第8条 甲は、当施設を利用するために必要な修繕を行います。この場合において、甲の故意又は過失により必要となった費用は、甲が負担するものとします。

1) 前項の規定に基づき、乙が修繕を行う場合にはあらかじめ甲に通知します。甲は正当な理由がある場合を除き、その修繕の実施を拒否する事はできません。
2) 前各項の規定にかかわらず、次に挙げる居室内の軽微な修繕費用は甲が負担するものとします。

1 本契約期間中における破損・損傷等に対する補修

2 汚れや傷・めくれ・落書き・釘穴による補修やクロスの張替え又は洗浄

3 室内の清掃を専門業者にて実施するものとし、その美装代を請求します

4 電球・蛍光灯の取り替え

5 建具の修繕

（秘密保持）

第8条　乙は、正当な理由がない限り、業務上知り得た甲と甲の家族又は身元引受人の秘密を漏らしません。

（入居者の代理人）

第9条　甲は代理人を選任して権利の行使と義務の履行を代理させることができます。

2 甲の代理選任に際して必要があるときは、乙は、成年後見制度や地域福祉権利擁護事業の内容を説明します。

（身元引受人）

第10条　乙は甲に対し、身元引受人を求めることができます。ただし、甲に身元引受人を立てることができない相当の事由があるときは、この限りではありません。

2 身元引受人は、次の責任を負います。

1) 甲が、医療機関に入院するとき、入院手続が円滑に進行するように協力すること

2) 甲が、退居することとなったとき、乙と連携して、甲の状態に見合った受け入れ先の確保に努めること

3) 甲が死亡したとき、遺体及び遺留金品の引き受け、その他必要なこと

（管轄裁判所）

第11条　この重要事項説明書に起因する紛争に関して訴訟が必要になったときは、旭川地方裁判所を管轄裁判所とする

（協議事項）

第12条　この重要事項説明書に定めのない事項については、甲・乙の協議により定めます。
この契約の成立を証するために、本書2通を作成し、甲・乙記名押印して各1通を保有する。
	　　私は、重要事項説明書に基づいて、サービス内容及び重要事項の説明を受けました。

	


令和　　　年　　　月　　　日

甲　入居者　　　 住　所　　　　　　　


氏　名　　　　　　　　　　　　　　印

身元引受人　　　 住　所




氏　名　　　　　　　　　　　　　　印

代理人　　　　　 住　所　　　　　　　　　　　　　　　
（選任したとき）

氏　名　　　　　　　　　　　　　　印

乙　事業者　所在地　　旭川市東旭川北１条４丁目15-26




「グランデⅢ」

法人名　　　　有限会社ドリームプラン　　　　印

代表取締役　重原　司　　　　印
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